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本章では、簡単な立体フレームを用いて、解析データ作成法を復習

する。さらに、モデルを作成していく上で非常に有効な各種の機能に

ついて学習する。前章と同様、CAD によってデータ入力の演習を行う

が、既に説明を行った操作法については、前章を参照することとし、

ここでは簡単に解説するに留める。また、新たに出現する各種の機能、

例えば、連動表示や各種のチェックなどについては、その意味と使用

方法を詳細に解説し、演習を通して理解を深めていくことにする。 

ここで使用する演習用の立体フレームが図 3-1-1 に示されており、

このモデルを用いて静的解析を行うことにする。簡単なモデルなので

データ入力は容易であろう。 

 

第 3章 簡単な立体フレームを作成しよう 

3.1 はじめに 

図 3-1-1 演習用解析モデル 

使用部材断面は SM400 とし、 

柱 ：□-400×400×12 

はり；H-400×200×8×13 

の 2 種とする。 
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SPACE システムを利用するには、最初にコントロールファイルを作

成する必要がある。無論、モデラーを使用するためにもコントロール

ファイルが必要であり、最初に作成することになる。その後、各種の

初期設定を行わなければならず、その手続きについて簡単に復習しよ

う。詳細は、SPACE のリファレンスマニュアルを参照されたい。 

コントロールファイルの作成は、まず、SPACE を起動した後、メニ

ューの[ファイル]－[新規作成]を選択するか、ツールバーにある新規

作成チップ＊１を押すことから始まる。 

 
 

 
コントロールファイルが作成

された後、静的解析やプレゼンテ

ーションに関する各種のパラメ

ータを設定しなければならない。

最初に、解析モデルに関するファ

イル名を設定する。メニューの

[I/O データ]－[ファイルの入出

力チェック]－[形状ファイル]を

選択し、図 3-2-2 に示すダイアロ

グで、次に示すファイル名と読み

込み・書き込み可能チェックを設

定する。 

ここで行う演習では、以後の設

定全てについて、デフォルトのま

まとしよう。 
 
 
 
 
 
 

3.2 SPACE 使用の

ための初期設定

図 3-2-1「新規作成」メニュー

*1 

図 3-2-2「形状データのファイルチェック」ダイアログ 
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   １）構造データファイル 
   ２）特殊データファイル 
   ３）静的荷重ファイル 
 
上記のファイルの内容はモデラーを用いて作成することになる。 
 次に設定しなければならないファイル名は、メニューの[I/O デー

タ]－[ファイルの入出力チェック]－[プレゼンテーションコントロ

ールファイル]を選択し、図 3-2-3 に示すダイアログで、次に示すフ

ァイル名と読み込み・書き込み可能にチェックマークを設定する。 

 

１）パースペクティブコントロールファイル 

２）インフォメーション用データファイル 

 
 

 
 

 
次は、メニューの[I/O データ]－[ファイルの入出力チェック]－[静

的解析コントロールファイル]を選択し、図 3-2-4 のダイアログで、

静的解析コントロールファイルに関するファイル名などを設定する。 
 

 
 

図 3-2-3「プレゼンテーションコントロールファイル」ダイアログ 

図 3-2-4「静的解析コントロールファイル」ダイアログ 
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１）静的解析コントロールデータファイル 
２）座屈コントロールデータファイル 
３）出力コントロールファイル 
 

 ファイル名設定の最後は、静的解析の結果を保存するファイル群であ

る。メニューの[I/O データ]－[ファイルの入出力チェック]－[静的解

析結果出力ファイル]を選択し、図 3-2-5 のダイアログで、静的解析コ

ントロールファイルに関するファイル名などを設定する。 

ここでは、ダイアログ内で多くのファイルに関するファイル名の設

定と読み込み可能・書き込み可能にチェックマークを付ける。先に述

べたように、この演習では、ファイル名として、デフォルト名称をそ

のまま利用することにしよう。 

 
次はファイルの内容を設定する。まず、メニューの[I/O データ]－

[3D アニメーション用データ]を選択し、図 3-2-6 のダイアログで、透

視図表示のためのパラメータを設定する。この、3D アニメーションデ

ータは、このモデラーでも使用しているため、必ず設定しておかなけ

ればならない。演習では、ダイアログに示されている値をセットしよ

う。特に、図形の原点移動は「中央」を選択する。 

図 3-2-5「静的解析

の結果ファイル」ダ

イアログ
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次に示す他の静的解析を制御するパラメータは、SPACE のリファレ

ンスマニュアルを参照し、設定されたい。なお、インフォメーション

用データファイルは、モデラーで自動的に設定される。 
 

１）静的解析コントロールデータ 

２）座屈解析コントロールデータ 

 
 
これで、SPACE を使用するための初期設定は終了である。次は、モ

デラーを起動し、立体フレームの解析モデルを作成しよう。 
 
 
前節までで、制御用ファイルを設定した。後は、モデラーを用いて、

解析モデルを作成する。まず、モデラーを起動する。モデラーの起動は

メニューから[モデラー]－[骨組モデル]－[新規作成]を選択すること

で行う。あるいは、ツールバー上のモデラーの起動ツールチップ*２から

も、モデラーを立ち上げることができる(図 3-3-1)。 

図 3-2-6「パースペ

クティブコント

ロールデータ」

ダイアログ

3.3 モデラーの

起動

*2  
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新規作成の場合、ウィザード形式でモデル作成に必要な初期設定が実

行される。これについては、前節で解説と演習を行った。ここでは、初

期設定について簡潔に説明を行う。読者は、ここで復習することで、さ

らに理解を深めていこう。 

最初に、モデラーが立ち上がると、図 3-4-1 に示す構造物のタイトル

設定ダイアログが表示される。ここでは、構造データファイルの先頭に

書かれるコメントを設定することになる。 

 

 
 
 
タイトルを設定し、「OK」ボタンを押すことでこのダイアログでの設定

図 3-3-1 「モデラー新規作成」メニュー 

3.4 システムパラ

メータの設定

3.4.1 構造ファイ

ルのタイトル

最初に、内容変更ボタンを押す。次

に、タイトル行数を入力する。ここ

では、8行以内に制限されている。

タイトル行数を設定し終えると、そ

の行数分、タイトルが入力可能状態

となる。この入力域にデータを入力

し、OK ボタンを押すことでタイト

ルが設定できることになる。 

図 3-4-1「構造ファイルのタイトル」ダイアログ 
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処理が終了する。 

タイトルを設定し終えると、図 3-4-2 に示すダイアログが表示される。

ここでは解析モデルの選択を行う。この章の演習では立体フレームモデ

ルを作成するために、立体フレームを選択する。 

 

 

 

 

解析モデルを選択した後は、「次へ」ボタンを押す。 
 

  
立体フレームの選択を終えると、次に構造物の規模を設定するダイア

ログが表れる。ここでは、図 3-4-3 のように規模の決定を行う。規模を

設定すると通り芯数と階数が決定し、その値に従って、スパン長と階高

を設定するダイアログが表示される(図 3-4-4)。 

 

 

解析モデルの選択は、描画

されている各モデルの図

形をクリックすることで

行う。クリックされたモデ

ルでは、タイトルが太文字

で表示される。選択後は、

「次へ」ボタンを押す。 

図 3-4-2「構造物の選択」ダイアログ 

3.4.2 通り芯の設定

立体骨組では、X方向と Y方向のスパン数と

階数を入力する。この数値は、構造物の通り

芯数と最大階数を決めるものである。 

全て設定し終えた後は、「次へ」ボタンを押

す。これで、このダイアログでのデータ設定

が終了である。 

図 3-4-3「構造物の規模」ダイアログ 
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次に、通り芯の間隔を設定するダイアログ(図 3-3-4)を用いて、スパ

ン長と階高を入力する。入力終了後、「OK」ボタンを押すと、設定が完

了することになる。 

 
 
 
 
前節までに通り芯を作成し、構造物の規模が確定した。次に出現する

要素作成ダイアログ（図 3-5-1）では、要素データと特殊断面データを

作成する。詳しくは、前章の第 2.6.3 節を参照されたい。 

ここでは、X 方向と Y

方向のスパン長(cm)

と階高(cm)を入力す

る。また、通り名、層

名、階名は、規定値が

設定されているが、こ

こでは、これらを変更

することもできる。指

定したこれらの名前

がレポーターなどで

使用される。 

設定終了後、「OK」ボ

タンを押すと、次のス

テップに移る。 

3.5 要素データと 

ファイバーデータ

3.5.1 構造材料と

部材モデルの設定

図 3-5-1 「要素デー

タ作成」ダイアログ

図 3-4-4「通り芯の設定」ダイアログ 
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それでは実際に要素を作成していこう。今回のモデルは、はりに H型

鋼 400×200×8×13、柱に角型鋼管 400×400×12 で共に鋼材は SM400

を使用する。また、要素モデルは共に両端ファイバーモデルとする。図

3-5-1 に示すダイアログ右側にある「追加」ボタンを押すと、図 3-5-2

に示す使用材料設定ダイアログが表示される。演習では、ダイアログと

同じパラメータを選択されたい。 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-5-2に示した使用材料設定ダイアログで、

まず鉄骨を選択し、鉄骨のコンボボックスから

材種 SM400A を選ぶ。最後に、要素モデルとして

両端ファイバーを選択し、次へのボタンをクリ

ックする。これで、鉄骨で両端ファイバーの要

素モデルを設定したことになる。 

次に断面の設定に移る。ここで、要素の符号、

形状、名称を決定・選択する。符号名称は設計

用記号などを利用すると良い。演習では、はり

要素として、符号を「g01」に、形状を「H型鋼」

に、使用断面を「H-400×200×8×13」として選

択し、「OK」ボタンを押す(図 3-5-3)。 

これで、はりに使用する要素データが完成し

た。演習として、同様に柱に使用する要素デー

タを作成されたい。その結果が図 3-5-4 のダイ

アログに示されている。 

図 3-5-2「使用材料設定」ダイアログ 

図 3-5-3「鉄骨の材料断面・設定」ダイアログ 
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ここでは、両端ファイバー要素を選択しており、ファイバー断面用デー

タを作成するために、図 3-5-4 に示すダイアログの右にある「特殊断面

作成」ボタンを押す。特殊断面つまり、この場合はファイバー断面であ

るが、この断面データを作成するためのダイアログが図 3-5-5 のように

表示される。 

 

 

 

 

このダイアログで、作成開始ボタンを押すと、ダイアログに示されて

いる断面データ（ファイバー断面データ）が自動的に作成されることに

なる。後は、図 3-5-4 の「OK」ボタンを押すことで要素データがセット

されることになる。 

図 3-5-4「要素データ作成」ダイアログ

図 3-5-5「特殊断面作成」ダイアログ 
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これで、要素データ設定は終了である。ただし、後から要素を追加す

ることも可能であり、神経質に要素データを全て設定する必要はない。

その場合、要素データ設定ツールチップをクリック*4すると、図 3-5-1

の要素データ作成ダイアログが表示される。そこで要素の追加が可能と

なる。 

  
 
登録されている要素データを変更したい場合は、まず要素データ設定

ツールチップをクリック*4し、図 3-5-4 に示す要素データ作成ダイアロ

グを表示させる。ここで、「変更・削除・復帰」ボタンを押すと以前に

登録した要素データの一覧が図 3-5-6 に示すリスト形式で表示される。

使用方法については、前章の第 2.7 節を参照されたい。このダイアログ

で該当するデータを変更し、最後に「OK」ボタンを押すと、設定データ

の変更が行われる。ただし、ここで変更したデータと部材要素で定義し

た部材断面のファイバーデータとの整合性に注意しなければならない。 

 

 
 

*4  

3.5.2 要素データの

変更

図 3-5-6「要素データの変更」ダイアログ 


